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　「異人」とか「境界」とか「王権」

といったテーマがいまシェイクスピア

研究でブームなっているのでぜひと言

われ、専門外にもかかわらず講演をお

引き受けしてしまった。レスリー・

フィードラーの『シェイクスピアにお

ける異人』を繙いてみて茫然自失。こ

れはごまかしようのない世界だと覚悟

を決めた。小学生の時に読んだことの

ある『ヴェニスの商人』を文庫本の安

西徹雄訳でもう一度読み直し、自分の

専門の立場から何が言えるか、そこに

賭けてみたいと思った。二つのことを

お話しする。あらかじめお断りする

が、先行研究の類にはいっさい目を通

していない。僕がこれからお話しする

ことは、おそらくすでに誰かが言った

ことかもしれないが、それは仕方のな

いことと諦めて話を進める。

　『ヴェニスの商人』冒頭に登場する

商人アントニオの憂鬱、その原因は何

だろうか。船の積み荷のことでも恋煩

いでもないらしい。彼は「世間を気に

しすぎる」とも言われる。それは、商

業・交易に付きまとうアイデンティ

ティの不安と関係するかもしれない。

中世という過渡期における商人のアイ

デンティティの葛藤のドラマとして、

この作品を読み直せるのではないか。

ゲオルク・ジンメルによれば、どんな

文明でも黎明期に異人は商人として姿

を現す。放浪者オイディプスは異人と

しての商人の神話的形象化であるとい

う。古代ギリシアで商人は、罪・毒・

病気・穢れそのものであり、少なくと

もそうしたメタファーから無縁ではあ

りえない仕事だった。商人は土地の者

であっても異人のように処遇される。

価値体系の異なる共同体を繋ぎ、使用

価値の落差を交換価値に翻訳し、魔術

的行為・錬金術として利潤や冨を生み

出す。マルクスの言うように、商品交

換は共同体が尽き他者と出会い接触す

るところで始まる。だからホメロスは

商人を「境を横切る者」と呼んだ。そ

のような商人というものが、『ヴェニ

スの商人』ではセックスや結婚と二重

写しにされているようだ。恋に賭ける

特　別　講　演（要旨）

シェイクスピア／異人たちの祭り

講師　赤坂　憲雄
東北芸術工科大学大学院長。
東北文化研究センター所長。
福島県立博物館館長。
民俗学者。
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男女も境を横切って未知なる交換の場

へと跳躍する。商業の起源を海賊行為

とする学者もいる。また「沈黙交易」

といって、異なる共同体の人同士が

立ったまま言葉を交わさずに物を交換

する交易の存在が知られているが、異

文化が抱える穢れとの接触を避けると

いうことが根底にあったのかもしれな

い。テンニエスは『ゲマインシャフト

とゲゼルシャフト』の中で、「定住的

な土着文化にとって商業とは、縁のな

い、嫌われやすい現象だ」と言ってい

る。商人は流浪者であり、いかがわし

い危険な存在であった。

　アントニオはシャイロックに対し

て、なぜあれほど差別意識をむき出し

にするのだろうか？彼は異人としての

自己の不安定なあり方を隠蔽するため

に、もう一人の異人シャイロックの異

人性をむき出しに、増幅させようとし

ているのではないか。アントニオと

シャイロックには、それぞれ異なる来

歴を背負った異人としての記憶が影を

落としているようだ。前者はキリスト

教徒の貿易商人として、古代ローマ人

の誇りとモラルを持って生きる。香料

交易やシルクロードの交易で莫大な冨

を集積しており、金の貸し借りはしな

い。後者は高利貸しでユダヤ教徒。中

世という過渡期にはいまだ正当性を認

められていない近代的モラルを身に帯

びた気配がある。『ヴェニスの商人』

は中世の交易都市を舞台に、古代的モ

ラルとこれから現れてくる近代的モラ

ル・世界観とが、衝突のドラマを演じ

ているようだ。

　ア ントニオ　 …お前の金銀は羊同

様、自然に子を産むとでもいいた

いのか。

　シ ャイロック　さあ、どうですか。

いずれにせよ、金も銀も、立派に

子供は産みますわな、手前どもの

ところでは。 　（安西訳）

　　 ＜ 注＞羊はけっして自然に子を産

むわけではない。家畜として人

間が長く手をかけ、いわば錬金

術のように人為的に改変した、

その結果として羊は子を産む。

　高利貸しは後の金融資本主義の初期

形態と読めるが、いまだ穢れた行為と

して忌避された。アントニオは法制度

的には高利貸しを認めても、モラルと

しては許さない。法や制度の隙間に生

起してとりあえず合法的であっても、

どこかに反社会性を刻印されている。

そうした法とモラルの隙間に、裁判で

はポーシャのある種の詭弁がかろうじ

て解決策を見いだした。そこでは、ユ

ダヤ人シャイロックは異邦人であり、

ヴェニス市民の外部に置かれた人であ

るということがむき出しにされる。

シャイロックはキリスト教的世界・

ヴェニスの市民社会に対して異邦人の

座にとどめ置かれながらも、遵法の意

志を表明する。彼はユダヤの民に対す

る差別に抗い、ヴェニスの法制度に

則った戦いを挑み、結局は破れる。

　マルクスの『資本主義的生産に先行

する諸形態』に、「中世社会のユダヤ

人のように古代世界の間隙の中で生存

する少数の商業民族、仲介商業の独占

者の場合にだけ、冨は自己目的として

現れる」という一文がある。いわば冨

を自己目的として生きる異人として中世

社会のユダヤ人が見定められているとい

うことか。アルフレッド・シュッツは現

象学的社会学の立場から、「異人とは歴

史を持たない人間である」と語った。

ユダヤ人は土地に根付いた歴史を持た

ない人間であるが故に、おそらく中世

社会の懐深くから近代の価値やモラル

を予告していたのかもしれない。
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　日本の事例に引きつけると、『霊異

記』に寺院や僧侶が金融業を営む姿が

記されている。網野善彦によれば、「無

縁性」というものを担保にものやお金

をきれいな「無縁の財」としてそれを

運用し、世俗の貧しい人々を救済する

仕掛けにしたという。やがてそれは冨

を自己目的として展開し始める。また

中世の絵では、高利貸しは必ず肥満し

た女性の姿で描かれた。僧侶も女性も

ある種の無縁性を持つ。そこには、利

子に纏わる穢れを神仏の権威のもとで

除去する濾過装置が存在したらしい。

西洋ではおそらく、プロテスタンティ

ズムの勃興によってはじめて商業・金

融業に纏わる穢れが取り除かれた。利

潤・冨の追求が勤勉という新たなモラ

ルによって肯定され、そして資本主義

が本格的に導入される。日本では仏教

的モラルが、西洋ではプロテスタン

ティズムが、それぞれこの問題に影を

落とす。

　『ヴェニスの商人』は、中世という

過渡の季節に生起した、商業や高利貸

しをめぐる、引き裂かれたいくつかの

情景を映しているのではないか、そん

な気がする。以上「異人論」という視

座から商人・高利貸しを眺めてみた。

　さてもう一つのお話として、最近

もっとも気になっているテーマ「食べ

る／交わる／殺す」をめぐる禁止・タ

ブーを取り上げたい。昔話に異類婚姻

譚というのがある。例えば「蛙の王

様」だが、そこでは食と性との間に強

い象徴的結びつきが見られる。そして

命あるものを食べるということは、命

あるものを殺すということでもある。

『ヴェニスの商人』にも、この「食べ

る／交わる／殺す」をめぐる禁止・禁

忌が張りめぐらされ、それがある種の

隠喩的交錯をなしていると読めるので

はないかという予感がする。そこには

メタファーとしての動物が繰り返し出

てくる。また実体としての鳥獣虫魚が

かなりの箇所で姿を見せる。これを分

析してみたいと思うのだが、そこまで

はまだ届かないので、その手前あたり

の話を少しだけさせていただこうと思

う。

　「人間の肉１ポンド」という表現が

気になって、次のようなことを考えて

みた。

　可食性を一つの指標として人間や

動物を分類してみると何が見えてく

るか。殺すために殺す行為、それは

人間については法制度的禁止の対象と

なる。動物については生け贄のために

殺すということがある。食べない場合

はそう言える。遊びとしての狩猟は、

単に殺すために殺すということで非難

されることが多い。食べるために殺す

行為、それは人間であればカニバリズ

ムになる。動物についてはどうか。家

畜は食べるが、ペットは食べない。た

だし近世のこの類の本には「猫の肉は

おいしい」と出てくるし、犬の肉もつ

いこの間まで食べられていた。またタ

ブーの対象であるが故に食べない動物

もある。このあたりからなにかが見え

てくるのではないかという予感を覚え

る。

　「交わる」というテーマについて言

えば、この芝居では父娘の近親相姦的

欲望、それをタブーとして描いてい

る。「わしの娘は、わしの血肉だ」と

いうシャイロックを、娘のジェシカは

拒絶する。死んだ父親がポーシャに課

した箱選びの呪縛にも、近親相姦的タ

ブーによる抑圧のよじれが感じられ

る。娘を得るか去勢されるか、男たち

は究極の選択を迫られ、未知なる世界

への跳躍を強いられる。
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　「殺す」というテーマをめぐって、

幾重にも隠蔽されているけれども、

「肉１ポンド」には人肉食の臭いが付

きまとう、そんな気がする。「その白

いお体の肉、きっちり１ポンド、お体

の、いかなる部分からなりと…。」「人

間の肉、１ポンドもらったって、羊の

肉、牛の肉、山羊の肉ほどの値打ちも

なきゃあ、役にも立たん。」人間の肉

がテーブルの上に盛られ、幻影のよう

に我々の脳裏をよぎる。レヴィ・スト

ロースは狂牛病について触れたエッセ

イで、「動物の肉を食らう肉食とカニ

バリズムが思いがけぬ親しい関係を

持っているということが、狂牛病問題

の中で露出した」と言っている。肉食

と人肉食は、我々が普通思っているほ

ど断絶しているわけではない。人間の

肉でも「魚を釣る餌ぐらいにはなる。

腹の足しにはならずとも」とシャイ

ロックは言う。また「ユダヤ人には、

目がないのか。…手がないのか。胃も

腸も、肝臓も腎臓もないというのか」

というように身体を部分・要素に分解

して見せること、それは肉屋の店頭に

並ぶ家畜の肉の部分名称を連想させ

る。

　裁判の中でポーシャは、「切り取る

にあたって、もしもキリスト教徒の血

を一滴たりとも流すときは」土地も財

産もすべて没収すると告げる。詭弁な

がらとても気になる台詞だ。もしかす

るとそこにも抑圧されたカニバリズム

の影が差しているのではないか。

　人間の身体の象徴的な家畜化がその

言葉によって果たされている。家畜を

食肉にするために、牧畜民は「去勢」

および「屠畜／屠殺」の技術を用い

る。去勢は、性を否定し生殖を人間の

コントロール下に置くこと。また屠畜

／屠殺の技術には、「血抜き」の技術

が必ず含まれる。血を抜かなければそ

の肉は食えなくなってしまうからだ。

命をモノ化・商品化し、さらには可食

化する。「血と肉の分離」の背景には

そんなことが隠されているのかもしれ

ない。「肉１ポンド」は価格の設定を

予想させるが、価格が設定されれば交

換価値が発生してマーケットの一角を

占めることになる。殺人かカニバリズ

ムか曖昧なままに示されたシャイロッ

クの要求を否定する論理として、ポー

シャは身体を血と肉に分離することを

思いついた。日本ではかつて、食べる

動物の肉を「シシ」と呼んだ。イノシ

シ、タヌシシ、クマシシ、カモシシ、

アオシシ（＝カモシカ）…、食べられ

るケモノの肉はシシである。ポーシャ

が血と肉の分離を主張するときも、肉

はモノに血は魂につながり、霊肉二元

論が持ち出されているのかもしれな

い。分離の不可能性をもって、身体が

モノ化され可食化されることを阻止す

るという論理立てだ。

　ここで気になるのは犠牲としてのキ

リストの身体。パンと葡萄酒、すなわ

ち肉と血のシンボリズムだ。それは神

の身体を共食すること、ある意味では

そこにも秘められたカニバリズムが影

を落としているのかもしれない。キリ

スト教徒の信仰共同体を更新していく

ための儀礼として行われている、血と

肉に身体を分離して見せるパンと葡萄

酒のシンボリズム、そこへただちに移

行していくような、そんなきわどさを

含んでいる。

　このようなカニバリズムの風景は一

瞬だけ露出し、直ちに否定されて意識

の深みに沈められる。「肉１ポンド」

という言葉で、それが繰り返し反復さ

れる。法や制度では殺人を裁くことは

できても、人肉食を裁くことができな
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いのかもしれない。人肉を食べてはい

けないという法律は、それ自体が忌避

され、法律として示されることがない

のではないか。「食べる／交わる／殺

す」をめぐって、三つの禁止・タブー

が、そしてそれを侵犯するということ

が、この作品の中には繰り返し登場す

る。それをもう少し丁寧に読み解くと

なにか見えてくるのではないかという

気がするが、まだそれは鮮明には見え

ていない。

　僕が思いつきでいまお話ししたこと

は、シェイクスピア研究の中ですでに

論じられていることがほとんどではな

いかと思うが、今回『ヴェニスの商

人』という作品に向かい合ってみて、

僕自身は面白かった。昔話の異類婚姻

譚といったものと重ね合わせにしたり

しながら、なにかが見えてきそうな予

感だけはする。僕にとって『異人論』

は本当に若い頃の仕事だが、最近に

なって、東北というフィールドをくぐ

り抜けてあらためて異人論のその場所

に回帰しようとしている、そんな感触

を持っている。

 （要約文責：清水徹郎）
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Sauny the Scot （1667） は、Taming of 
the Shrew の改作として知られる王政

復古期の喜劇である。この劇では、

題名の役を演じた俳優兼劇作家 John 
Lacy の喜劇的演技に光が当るよう、

従者 Saunyの役どころを大きくして、

新たな「じゃじゃ馬もの」を作り出し

ている。他方、Sauny は John Tatham
以来のスコットランドネタを売りにす

る劇の系譜に連なるキャラクターであ

り、スコットランド語風の訛りが実際

にはイングランド北部地方ドンカス

ターの方言で語られることで、「英国」

ばかりか「イングランド国」内の不統

一をも暴く。ゆえに、本作品の喜劇性

は複雑なものである。

Sauny the Scot とは、女性嫌悪に外

国人嫌悪が加わったテクストであり、

主として Margaret と Sauny によっ

て発せられる不満の声が、17 世紀中

葉のイングランドの家
ド メ ス テ ィ ッ ク

庭的 / 国内的

な不協和音を奏でる。とりわけ、職

業的女優が演ずる Margaret は、そ

の声および抵抗のアクションによっ

て、イングランドの家庭内における女

性の不満を前景化したに違いない。

Margaret は第 5 幕第１場冒頭で依然

として Petruchio に対する復讐計画を

口にするが、終幕で Petruchio がか

ろうじて棺桶に封じ込めることに成

功する Margaret の「不満」は、John 
Fletcher の The Woman’s Prize; or The 
Tamer Tam’d 第 5幕第 4場の顛末、な

らびに、そのエピローグが讃美する男

女平等思想が想起される時、完全に回

収されはしない。

Sauny the Scot には他の劇作品への

言及が多いが、作品中で唯一「イ

ンド」への言及がなされる箇所

（5.1.161-62）は、以下のインターテ

クスチュアリティをもたらした可能

性がある。即ち、John Dryden の The 
Indian Emperor （1665） で初舞台を踏

んだ Nell Gwyn が、もし 1667 年の

Sauny the Scot 初演時に Margaret を
演じたとすれば、「インド」という言

第 47 回　シ ェ イ ク ス ピ ア 学 会 報 告
2008 年 10 月 11 日（土）・12 日（日）

会　　場：　岩手県立大学（滝沢キャンパス）

研　究　発　表（要旨）

第 1室
司会　学習院大学教授　中　野　 春　夫

Sauny the Scot （1667）にみる新たな喜劇性について

大　和 　高　行
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葉からの連想で、その演劇的空間はイ

ングランドから一
ひと

っ飛びにインドに

まで広がったことであろう。イング

ランド人女性を代表する Margaret の
家
ド メ ス テ ィ ッ ク

庭的 / 国内的な不満は、男女平等

思想が受け入れられなければ、アバ

ディーン出身の出稼ぎ従者（と目され

る） Sauny とその主人であるイングラ

ンドの家父長 Petruchio に、「インド」

なる場所で一旗上げるようにと究極の

要望を突きつけているように見える。 

 （鹿児島大学准教授）

スティーヴンズとマローン
─18世紀シェイクスピア全集における注釈、誤読、そして「友情」

米　谷　 郁　子

1793 年に増補改訂版として出版

された Steevens による 15 巻集注版

の序文（“Advertisement”）は、通常

Steevens による Malone への攻撃、つ

まり 1790 年の Malone の 10 巻集注版

への嫉妬に満ちた理不尽な反応として

解釈されている。とりわけ Margareta 
De Grazia や Brian Vickers の Steevens
批判は、「口の悪いいたずら好き」と

しての Steevens に眉をひそめていた

Boswell や Malone らの私的な論評に

よって構築された解釈であり、同時代

人の Steevens への偏見もそのまま継承

した解釈となっている。テクスト編纂

の現場の外部で渦巻いていた Steevens
という人間個人に対するこのような偏

見に捉えられることなく、Steevens と
Malone の関係とその現代における意

義を再解釈しておくべきである、とい

う観点のもとに、等閑視される傾向に

あった Steevens の編纂方法と Malone
の集注版、さらには 19世紀以降の集

注版との関わりについて考察した。

Steevens の版の特徴は、当時成長して

いた一般読者層への便宜をはかり、読

者による多様な解釈の可能性を意識し

つつ、注釈部分を大幅に増補し、相矛

盾する注釈がある場合はどちらかを恣

意的に選択することなく併記し、それ

ぞれの注釈の後に注釈者の名前を付し

たことである。Malone は F1 など古

いテクストの権威を最優先しているよ

うに見えつつも、実際には 1785年版

の Johnson-Steevens 版の校訂も採用し

ており、その校合方法は先行テクスト

のそれらと比べればシステマティック

になってはいるものの、ハイブリッド

な性格を持つものとなっている。De 
Grazia は、James Boswell （Boswell Jr.）
によって準備された 1821年の全集版

には 1790年の Malone 版の構造が反映

されていると指摘し、1790年版の遺産

と、その大幅に拡大された 1821年版

の遺産の間に存在する共通性を認めな

ければならないと主張する。しかし、

1821年の 21巻本を目にすると、この

版が表明しているような 1790年版の

注釈との類似性よりもむしろ、1793年
版、さらに Johnson-Steevensの 1803、
1813 年の版との方に類似性が認められ

るのである。Steevens と Malone の間

に、たとえ私的個人的な対立はあった

としても、この 2人の編纂した全集は

同一の集注版編纂のパラダイムにのっ

とって編まれたものである、というこ

とを論じた。 （埼玉工業大学准教授）
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現存するシェイクスピア・フォリオ

のコピーには書き込みのあるものが少

なからず存在する。本発表では、ボド

レー図書館所蔵のセカンド・フォリオ

とフォース・フォリオの合本（請求番

号Arch.Gc.9）、および、フォルジャー

図書館所蔵のサード・フォリオ（請求

番号 s2914 Fo.3 no.20）の書き込みに

ついて、画像を用いて報告した。それ

ぞれ、書き込みと特定の版本とのあい

だの密接な関係性を指摘する 19 世紀

後半に発表された先行研究の存在を紹

介したのち、書き込みの特徴を具体的

にみた。

Rowe 本に依拠する書き込みをもつ

Gc.9 の場合では、Sig.*1 に書き込ま

れた「シェイクスピア伝」の要約、他

の複数のページにみられるそこからの

引用例をはじめ、言語化した口絵、幕

場割りやト書きの移入、登場人物表の

転記ないしは整備を示す箇所などをみ

ると同時に、Rowe 本出版以前のロン

ドンにおける上演にもリンクが観察さ

れることを指摘した。Pope 本に依拠

する書き込みをもつ Fo.3 no.20の場合

では、Pope 本にある場所の設定や材

源情報、各種脚注、幕場割りの転記処

理例を見たほか、テクスト行頭や場面

冒頭に Pope がつけた各種マークが転

記されているのみならず、独自の拡充

も施されており、Richard II の死の場

面に至っては目を強調した横顔の絵が

描き込まれていること、等を報告し

た。また、Theobald 本からの情報も

少数ながら取り込まれていることを指

摘した。

おわりに、Hanmer 本の脚注とグ

ロッサリーを転写した明星大学所蔵

サード・フォリオ（MR733）（第 44回
学会セミナーにて報告）の事例には、

かくて、同様の例が複数存在すること

が明確になった、としたうえで、この

ような書き込み行動を W.H. Sherman
の近著にもある用語を用いてフォリオ

の「カストマイズ」と仮に名付けたい、

とした。（Folger コピーの調査は科研

費（19520266）の助成を受けたもので

ある。） （明星大学教授）

司会　中央大学教授　金　子　雄　司

18世紀の版本とフォリオ本への書き込み

住　本 　規　子

Thomas Nashe, The Unfortunate Traveller 第二版（1594）の印刷と出版

英　　 知　明

本発表では、先ず Unfortunate Q2 
（Thomas Scarlet 印刷所）の分担印刷

業者を、本文に現れる損傷活字を根

拠に John Danter であることを確認

した。次に二箇所の印刷所で、ナッ

シュが改訂を施した一冊しかない印刷

所原本をいかに分け合ったかという問

題について、原本の区切り位置の特徴

から Scarlet と Danter は二度面会し、

2 シート減を慎重に実行したと推測。
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また Q2 を発刊させたナッシュの理由

と本音、Scarlet や出版業者 Burby の

Q2 出版にまつわる意義や個別の事情

などを推量し、作家、印刷業者、出版

業者が紡ぎ出す Q2 をめぐる関係者た

ちの「思惑」をひとつひとつ論じた。

また Q1 と Q2 の出版経費の比較や、

Scarlet と Danter 両印刷所が見せた対

照的な Q2 の植字スタイルとそれぞれ

の技巧の巧拙なども勘案し、これらの

営為をすべて俯瞰的に見渡して Q2 出

版へと導いた Burby の出版業者とし

ての合理的判断について検証した。 

 （慶應義塾大学教授）

King Edward が Countess of Salisbury
に横恋慕し、彼女に不義を強要する

前半と、彼が王位継承権を主張して

France に行う宣戦布告をきっかけに

始まる百年戦争の後半で構成される

King Edward IIIは、王者として教育さ

れ成長する親子を描き、体制を支持し

ているように思える。しかしながら、

恋愛と戦争を互いの比喩として用いる

常套手段によって、恋愛場面は戦争場

面に影響を与え、King Edward が従事

する戦争の正当性を無効化し、体制批

判の要素を同劇に持たせる可能性を孕

む。Countess を賞賛する詩において、

実際の美以上に美しく見せるペンは、

戦争において歴史を記述するペンとし

ての槍が、権力者の正当性を捏造する

ものとして機能する危険性を暗示する

ものとなる。一見美しい草花が実は腐

敗物や排泄物を吸い上げて成長する

とする Countess の台詞は、戦場とい

う大地に美しく展開する自然として言

及される戦闘員たちが拠り所とする、

正しい戦争を演出する大儀名分を否定

する。死によって肉体から離れること

で戦場での勇気を示すはずの魂は、肉

体への執着を見せ、理想の騎士として

の王子の教育を損なう危険性をすべり

こませる。残虐な兵士達から逃げ惑う

民衆の台詞は、戦争のため政情不安に

陥った England をも暗示し、戦闘に

勝利する England の負の面を想起さ

せる役割を持つ。時系列を変え、時に

歴史的誤謬をもとりまぜつつ、虚実な

い交ぜに行う歴史記述によって、王の

権力が最も強力に遂行される戦争を賛

美し、体制強化を図る一方、そうした

恣意的言説の不誠実さを暴く役割を果

たすものとして前半部の恋愛シーンは

機能する。欲に打ち勝つ王の教育が成

功し、後半ではその存在が消えてし

まったかのように思われる恋愛シーン

は、権力に対して常に複雑な姿勢をと

る同劇を、全体を通じて支える装置と

なっていることを主張した。

 （梅光学院大学専任講師）

第２室
司会　奈良女子大学准教授　西　出　 良　郎

『エドワード三世』における恋愛場面と歴史記述

三　浦　 誉史加
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George Peele の David and Bethsabe 
（1592-94） は、Peele のキャリアの晩

年に創作された政治劇であり、旧約聖

書『サムエル記』に取材している点に

特徴がある。先行研究を概観すれば

明らかなように、本劇においては、

David を中心に展開される政治劇的

な部分と、Absolon（特にその黄金の

髪）を軸に描き出される部分の 2点が

注目を集めてきた。材源との比較対照

を通してより詳細に検証してみるなら

ば、Peele が意図した作劇上の主要な

変更点は、David の“humanization”
─材源におけるプラグマティックな

政治家としての機能の希薄化と、それ

に伴う人間的情愛を備えた人物として

の変容だけでなく、絶対神ヤハウェを

中心とした旧約の物語の人間中心化

─であり、軍司令官 Joab の一層の

冷徹な政治化であり、Absolon の機能

拡大の 3点であったことが判明する。

こうした操作と並行する形で、Peele
は材源での長期にわたる物語の展開を

圧縮し、短い時間経過の中でペリペテ

イア風の急展開を多用することで、

Absolon の波乱に富んだ物語が牽引す

る形で David のプロットに波紋が生

じ、それが David の感情に起伏を発生

させてゆく─本劇が有する劇的構造

とは、このようなものと考えられるの

である。

David and Bethsabe をめぐる今一つ

の重要な点は、聖史劇衰退の流れの中

で、本劇をどのように位置付けるのか

という演劇史上の問題である。アング

リカン・チャーチ体制による、カト

リック的偶像崇拝の意味を負わされた

聖史劇の抑圧が進行する一方、14 世

紀の後半以来 200年にわたって存続し

てきた聖史劇にまつわる記憶が、イン

グランド人のメンタリティに深く浸透

していた。この両者のせめぎ合いの中

で、職業劇作家として、聖史劇に対す

る民衆の根強い指向へ配慮すると同時

に、大学才人としての古典的素養に裏

打ちされた材源の人間化を行うこと

で、おそらく Peele は、本劇を誕生さ

せたのであり、この劇の演劇史的位置

取りも、そのようなところにあるので

はないかと考えられる。

 （筑波大学准教授）

Peele’s David and Bethsabe ─ 1590年代の聖書劇をめぐって

 佐　野 　隆　弥

司会　成蹊大学教授　正　岡　 和　恵

ルネサンス演劇における演技と現実性

中　村 　未　樹

ルネサンスの時代、演劇はミメーシ

スの観点から評価されることが多かっ

た。その際、演劇は現実の影であり、

非実体的な虚構であるということ、ま

た、演劇は現実を正確に映し出すもの

ではないということがしばしば指摘さ



12

れている。しかし、演劇は舞台上で役

者によって演じられるという点におい

ては実体性を持つものである。さら

に、1600 年前後のイギリス演劇界で

は現実により即した演技が推奨される

ようになっている。これらの演劇をめ

ぐる相反する側面を、当時のイギリス

における舞台表象を特徴付ける問題

とみなし、本発表では、The Spanish 
Tragedy （ST）、A Midsummer Night’s 
Dream （MND）、そして役者 Richard 
Burbage について考察した。ST の最

後の劇中劇において、劇場の観客は

Hieronimo の台詞に従って劇を虚構と

して観る一方で、Horatio の死体の光

景によって引き付けられていく。観客

の意識において、舞台上の死体は現実

社会における公開処刑の光景と重ね合

わされるのであり、ここでは役者の

身体の実体性が観客の engagement を
生み出していくことになる。また、

MND の Bottom は現実に即した演技

への意欲を見せるが、実際の彼の演技

は大袈裟なものであり、彼らの劇は予

想とは裏腹に detachment の効果を劇

中観客にもたらすことになる。しか

し、一方では、Bottom という素人俳

優を自然に、Bottom そのままらしく

演じる宮内大臣一座の役者の技量がそ

こには読み取れるのであり、その演

技力によって Bottom という登場人物

の illusion は成立するのである。最後

に、 Burbage の死後出版された elegy
では、彼の演技の迫真性が賞賛されて

おり、また、舞台の虚構性と現実性を

めぐる混乱した受容の状況がうかがえ

る。演劇の虚構性を示しながらも現実

性を構築しようとする試みが当時の舞

台表象の特徴なのであり、観客により

現実感を与える舞台を作り出していく

上で、役者の身体と演技が重要になっ

ていたと考えられる。

 （大阪大学准教授）

Shakespeare の時代における精神と

身体のメカニズムは、今日の我々が想

定するものとは大きく異なり、とりわ

け精神の病に関しては、ガレノス医

学以来の四体液理論に基づいた体液

のアンバランスによって生じるもの

であるか、あるいは悪魔によって知

覚を操作されている状態として説明

された。ただし、Claudius が Hamlet
の狂気を分析して、「言っていること

はいささか脈絡を欠いてはいるが、

狂気（madness）などではない。心

にわだかまりがあってメランコリー

がそれを抱えてじっと暖めている。

（III.i.165-7）」と言うように、メラン

コリーが必ずしも狂気であったわけで

はない。同時代の複数の体液理論書

によると、四体液の一つとしての黒

胆汁（natural melancholy）が優勢と

なった状態のほかに、体液理論によっ

ては説明のつかない、灰化（adust）
という現象によって生じたメランコ

リー（unnatural melancholy）なるも

のが想定されていたのである。言い換

えれば、Shakespeare の時代には、も

はや瀉血や浄化といったガレノス医学

メランコリーの悪魔─ Hamlet における狂気の階層性と社会不安

松　岡　 浩　史
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では対応できない狂気というものが顕

在化していたのだ。このような狂気の

多層性は、Hamlet の劇世界では、狂

気を演じる Hamlet と現実に錯乱する

Ophelia によって如実に描き分けられ

ているといえるだろう。

社会史資料によれば、じっさいの精

神病患者がいる一方で、体液理論が作

りだし、とりわけ知識階級の人々の間

で流行したスノッブとしてのメランコ

リーが存在していたことがわかる。

Ophelia がおちいるのは紛れもなく精

神錯乱であり、キリスト教徒としての

埋葬を拒否されるそのいわくつきの狂

死は、共同体からの追放という同時

代の大きな社会不安を描き出すが、

Hamlet が演じるのはフィクションと

しての「狂気」なのかもしれない。

Shakespeare は、1590年代における一

連の喜劇において確立されたステレオ

タイプとしてのメランコリーをはじめ

て悲劇の舞台にのせた。そしてそこに

は体液理論上のメランコリーからは大

きく逸脱した、社会不安としての精神

病、真の狂気が顔を覗かせている。

（東京工芸大学非常勤講師）

第３室
司会　獨協大学准教授　前　沢　 浩　子

ハッピーエンドの Tom Thumb ─ Eliza Haywood 作
The Opera of Operas における結婚観

撫　原 　華　子

Eliza Haywood （c.1693-1756） の The 
Opera of Operas; or Tom Thumb the 
Great （1733） は、Henry Fielding の

Tom Thumb （1730） を Fielding 自身が

書き換えた The Tragedy of Tragedies 
（1731）の改作である。Fielding の原

作から Haywood の改作への主要な改

変点としては、33 曲の歌が追加され

バラッド・オペラ化されたことをはじ

め、ハッピーエンドの結末が追加され

たことや、女性登場人物の扱いが拡大

されていることが挙げられる。これら

の改変点のうち、本発表ではハッピー

エンドの結末の追加に主として注目

し、この劇の結末に垣間見える結婚

観、ひいては当時の社会の結婚観につ

いて考察した。結婚をめぐる描写に

関して、この劇でもっとも顕著な点

は、主要女性登場人物たちが秘密結

婚や姦通を考えはしても実行しない

ことである。Fielding による原作では

彼女たちは幕切れで刺殺されるが、

Haywood による改作では、そのヒロ

インたちを生き返らせるプロットと

なっている。Haywood による改作に

おける「生き返り」のプロットは、秘

密結婚や姦通をめぐる 1730 年代の世

論の動向を察知し、彼女たちが社会通

念を逸脱しなかった点に観客の称賛を

むけるためではないか。なおこうした

考察の過程で、Haywood の改作の一ヶ

月前に初演された Lewis Theobald の

The Fatal Secret （1733）における結婚

をめぐるプロットとの比較を試みた。

この Theobald の作品は、1614 年に初

演された John Webster の The Duchess 
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of Malfi の改作である。Theobald によ

る改作でのヒロインの行動は、原作で

の公爵夫人のように、結婚制度をめぐ

る社会規範に真っ向から挑戦するので

はなく、最終的には社会規範に沿う

ように表象されている。興味深いの

は、Theobald による改作においても、

Haywood の劇と同様に、ヒロインが

「奇跡のように生き返る」点である。

1730 年代前半において、生き返りと

いう「奇跡」のプロットは、女性の自

己主張を社会通念から逸脱しないよう

に表象しようとする演劇的常套手段の

ひとつであったのではないか。

（東京女子大学大学院博士後期課程・

日本学術振興会特別研究員）

Edward I ─書き加えられた王妃レオノールの筋書き

前　原 　澄　子

George Peele の Edward I における

残酷でプライドの高いレオノール王妃

のエピソードは、史実に反するばかり

か、ウェイルズ征服の本筋との関連性

に乏しいことから、何らかの理由で加

筆されたものと考えられてきた。とり

わけ、アルマダ海戦後の反スペイン感

情から、スペイン出身の王妃を歪曲し

たと見なす批評家が多い。ところが、

王妃の筋書きは同時代のバラッドでも

詳細に歌われており、そこには必ずし

も反スペイン感情を読み取ることはで

きない。バラッドは、スペイン王妃

の「プライド」を高価な外国製の衣服

や日用品に喩え、イングランドが贅沢

な大陸文化に毒されないよう警告す

る。一方、劇においても、王妃のプラ

イドは、イングランド産の羊毛への蔑

視と、外国製の高価な布地の偏重を通

して浮き彫りにされる。すなわち、レ

オノ－ル王妃の筋書きには、16 世紀

末の国際貿易都市ロンドンの世相を諷

刺する要素が含まれていたと考えられ

る。

また、レオノール王妃の筋書きに

は、かの従順な妻グリセルダのパロ

ディを意図する要素が散見する。グ

リセルダが、時の女王エリザベスを連

想させるメタファーでもあったことを

踏まえると、王妃の筋書きは、本劇に

おいて新たな意味を帯びてくる。すな

わち、王妃はエドワード２世をウェイ

ルズで出産し、「ウェイルズ生まれの

ウェイルズ王」が誕生することによっ

て両国の統合が結実するが、ここには

David Powel の The Historie of Cambria
を踏襲する史実の書き替えが認めら

れ、劇が本書と同様に、エリザベス女

王をブリテンの王位継承者として正当

化するものであることが窺える。加筆

されたと見なされるレオノール王妃の

筋書きは、一見大衆的な観客向けにバ

ラッドのテーマを接ぎ木したかのよう

に見えて、実のところは嫡子のない女

王晩年の時代に様々な含みをもった劇

への書き換えであったと考えられるの

である。 （明石工業高等専門学校教授）
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Antony and Cleopatra に お い て、

登場人物は頻繁にものを贈った

り、もらったりする。しかしなが

ら Marcel Mauss や Lewis Hyde、
Georges Bataille、Jacques Derrida な

どによる贈与論研究の多様な成果は

Shakespeare 研究にもしばしば取り入

れられているにもかかわらず、Antony 
and Cleopatra における贈与の意味合

いに着目した分析はまだ少ない。本発

表においては、こうした贈与論にお

ける主要な先行研究を参照しつつ、

Antony and Cleopatra において贈与が

ジェンダーや政治、宗教、死などの作

品の根幹をなす問題といかに密接に絡

み合っているかを考察した。

Antony and Cleopatra において、ア

ントニーは気前の良さという初期近代

ヨーロッパにおいて最も称賛された美

徳の一つをふんだんにそなえた人物と

して描かれている。一方でアントニー

は初期近代特有の贈与における自律性

の問題にも悩まされている。アント

ニーは互酬関係の中で贈り物の受け手

としてへつらうことを拒否するが、こ

うした誇り高い贈与の遂行者たらんと

する姿勢ゆえに彼の贈与はしばしば不

成功に終わり、最終的にはアントニー

の贈与における選択がローマとエジプ

トとの間の戦争という重大な結果を招

く。

一方でクレオパトラは贈与において

より慎重であるが、これは贈与におけ

る自律性がクレオパトラの女王として

の権力を象徴していることに起因して

いる。クレオパトラは政治の場で贈与

を活用することでエジプトを守ろうと

するが、結局エジプトは敗北し、クレ

オパトラは自律性を守るために死を選

ぶ。クレオパトラの自殺の場面におい

ては贈与がキリスト教以前の古代の

神々に対する信仰と結びつけられてお

り、その死は古代世界の終焉を象徴す

る特異な歴史性を帯びた出来事として

描き出されていると言える。

（東京大学大学院博士後期課程・

日本学術振興会特別研究員）

司会　岩手大学教授　境　野　 直　樹

贈り物と口づけと死―『アントニーとクレオパトラ』における贈与の問題

北　村 　紗　衣

地の果てからの来訪者と『ヴェニスの商人』

勝　山 　貴　之

従来の The Merchant of Venice 論で

は、地中海貿易都市 Venice の国際性

が重視されてきた。しかし 16 世紀後

半、アフリカ大陸を迂回するインド航

路や新大陸を結ぶ大西洋航路の発見に

より、貿易地図は大きく書き換えら

れようとしていた。Antonio の商船が

訪れる貿易港は、地中海を越えて、

Barbary、Mexico、the Indies へ と 広

がっており、新たな貿易航路が確立さ
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れようとしていたことが窺える。むし

ろ Shakespeare が作品の中に描き出

しているのは、翳りを見せ始めていた

Venice の現実ではなく、世界貿易へ

の覇権をかけた England の野心の投

影であったことが理解される。

しかし自分たちの内にある他国への

欲望は、そのまま他者による自国への

欲望を誘う危険性をもはらむ。地の果

てからの来訪者による Portia への求

婚は、まさに England 人自身のアイデ

ンティティの危機を舞台上に描き出す

ものであり、Morocco や Spain からの

求婚者は、大西洋航路という新たな国

際貿易への扉を開いた England 人か

ら見た、自国の文化に対する他者の脅

威を表している。なかでも Morocco
は文化的に遠く離れたイスラム国家で

あるにもかかわらず、当時の複雑な国

際情勢においては、対 Spain 戦略の一

環として、重要な同胞と見做さざるを

えない国であった。こうした状況のな

か、England 人が自らのうちに異教徒

に対する、妥協と反感、信頼と懐疑、

そして友好と軽蔑といった相反する複

雑な感情を抱いていたことは容易に推

測できるのである。

作品からは、諸外国との新たな関係

創出のなかで、人種、宗教、性に対す

る不安に揺れ動く England の国民的

アイデンティティの模索の様子が窺わ

れる。大西洋貿易が成立しようとする

時期において、England 人は自らの新

たな役割を発見し、自己成型を果たす

ことを求められていたのである。劇の

結末は、そうした England 人の内的

葛藤にひとまず安堵感を与える形で

収束するが、同時に、時代を生きる

England 人の心象風景を的確に映し出

し、内なる不安を抉り出して前景化す

る働きもしている。 （同志社大学教授）

第４室
司会　白百合女子大学教授　荒　木　 正　純

Manga とシェイクスピアが出会うとき

吉　原　 ゆ か り

2007 年、 イ ギ リ ス の 出 版 社

SelfMadeHero 社 か ら、Manga 
Shakespeare シリーズの刊行が始まっ

た。日本に起源をもつマンガに由来す

る manga という表現媒体を用いて、

イギリスに在住するアーティストが、

イギリスの出版社から、シェイクスピ

アの翻案作品を出版するという事態

は、いったいなにを示しているのだろ

うか。他方、手塚治虫の『バンパイヤ』

（1966）がシェイクスピアの『リチャー

ド三世』と『マクベス』の翻案である

という例にみるように、日本にはマン

ガによるシェイクスピア翻案・パロ

ディが多数存在する。舞台上演につい

ていえば、いのうえひでのり演出（劇

団☆新感線）の『メタル・マクベス』

（2006）や『朧の森に棲む鬼』（2007）
は、シェイクスピア翻案であると同時

に、随所にマンガ的なテイストをちり

ばめており、後者には前述の手塚『バ

ンパイヤ』に由来すると思われる箇所
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も多い。アニメーションでは、近未

来空中浮遊都市に舞台を移し替え、

ジュリエットを革命勢力の美少女剣士

に変身させた日本のアニメーション

制作チーム GONZO による『ロミオ

X ジュリエット』（2007）が、日本国

内外で話題を呼んだ。さらには、台湾

や中国で出版された manga 版シェイ

クスピアも存在し、それらの一部は、

韓国で出版された manga 版の中国語

への翻訳である。高級文化であるはず

のシェイクスピアと、低級文化とされ

る manga（的なもの）とがメディア・

ミックスし、世界規模の市場に流通し

ているというこの事態は、グローバル

化とローカル文化、文化序列の諸問題

について、数多くのことを語りかけて

くる。「まんがで読破　リア王」（日本、

2008）が、格差社会や貧困層の拡大な

ど、現代日本が抱える病理を色濃く反

映した改作であるという例などに見ら

れるとおり、現代的関心に対応するよ

うに「シェイクスピアを創造的に改作」

したと評価できる作品も少なくない。

双方ともグローバル化した巨大な文化

資本である manga とシェイクスピア

の関係の、これからに注目したい。

（筑波大学准教授）

“A voucher stronger than ever law could make” 
――『シンベリン』における書記作用とメディア・リテラシー

本　橋 　哲　也

Cymbeline では、書記の力学とそれ

が表象する出来事や事象が、人間の身

体とそれを包む衣装との狭間でせめぎ

あう。役者の身体上で記号の解釈闘争

が行なわれ、創作当時少年俳優が演じ

ていた女性の境界侵犯的な肉体上で、

裸体上の書記作用の読解能力が階級や

ジェンダーによって差異化される。

Iachimo によって視姦され、その筆

で書きとめられた Imogen の肉体が経

済的法的用語におきかえられ、彼女の

女性的身体は男性的書記権力作用に従

属する裸身に還元されるが、彼の書記

行為は身体を十全に表現できないとい

う表象不可能性につきあたる。こうし

て Iachimo の叙述を読解する能力、す

なわちメディア・リテラシーに関わる

問いが導入されていく。

こうした書記作用とメディア・リテ

ラシーとの抗争を輻輳化するのが、

Imogen による変装である。Imogen
にとって、女性差別的な書記作用によ

る記号連鎖の暴力に対抗する男装こそ

が、虚偽そのものの演劇的所作である

がゆえに、メディアとしての身体の構

造変革をもたらす。そしてそうした身

体的変容を書記作用へと翻訳するの

が、Imogen を殺したと偽りの報告を

Posthumus に伝えるために返送され

る Pisanio の手紙なのだ。Pisanio は召

使という従属的な立場ゆえに優秀なメ

ディア読解能力を生存手段とし、階級

制度による構造的差異化ゆえに「手紙」

の書記作用を超えた新たな関係性の次

元を切り開くことができる。

最後に Guiderius が Cymbeline の実

の息子であることを証しする「証拠」

となるのは、彼の「首もとのホクロと

いう真紅の星」である。Imogen の「不

貞」の証拠とされた「胸もとのホクロ」
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が「汚点」から「真紅の露」という美

徳の象徴へとふたたび転記されると同

時に、家父長制度をささえる長男の血

統も回復される。証拠としての徴が象

徴としての標記に恣意的に変換される

ことによって、親子、兄妹、夫婦、友

人、主従というジェンダー的政治階層

秩序がすべての登場人物を包摂し、異

性愛主義と家父長制度から見た包括的

な和解がもたらされるのである。

 （東京経済大学教授）

司会　金沢大学名誉教授　三　盃　 隆　一

近代初期イギリス旅行記における cabinet of curiosities 的視点

髙　橋 　三 和 子

17 世紀初めにイギリス人旅行者に

より書かれた大陸旅行記は、異国の街

を描く時、旅行者が体験、見聞したと

する物事や出来事とその地に関する地

理や歴史といった一般的な情報を次々

と羅列して記述している。このような

雑多な記述は、一見ただ無秩序に読者

に情報を与えていると捉えられるが、

本発表は、同時代に流行した cabinet 
of curiosities というコレクション形態

における視点からこうした記述を積

極的な空間描写の手法として捉えな

おす。具体的には、Thomas Coryat の
Crudities （1611）、Fynes Moryson の

Itinerary （1617）、William Lithgow の

The Totall Discourse （1632）の三つの旅

行記を分析する。cabinet of curiosities
は、近代初期、ヨーロッパ及びイギリ

スで数多く作られた陳列室であり、そ

の特徴は、人工物と自然物の両方を含

む幅広い分野の珍品の並列である。

キャビネット内に密集して並べられ

た様々な種類のアイテムの集合が、

cabinet of curiosities という一つの驚

異の空間を作り上げている。また、同

時代イギリスでは、cabinet の語をタ

イトルに配して、キャビネット内のア

イテムのように様々な物事や概念に

ついての記述で書物を埋め尽くし、

cabinet of curiosities における空間構

築の手法をメタファーとして使用する

書物も多く出版された。同時代の旅行

記における異国の地の描き方をこのよ

うな cabinet of curiosities に見られる

視点から解釈すると、雑多な記述の一

つ一つは、異国の街を旅行記中で再現

するアイテムのように働き、不揃いな

記述の並列、集合により、全体として

一つの街の空間を描き出すことに成功

していると読み直すことが出来る。

 （慶應義塾大学大学院博士後期課程）
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グリーン＝ロッジ共作の A Looking 
Glass for London and England （1588）
は、放蕩息子の農場を抵当として不正

に奪いとる悪辣な金貸を描いている。

訴訟になれば判事と弁護士にワイロを

遣って裁判には勝つ。このプロット

は 17 世紀の写実的な経済犯罪劇の定

型になり、特にミドルトン劇でくり

返し使われている。そのうち A Trick 
to Catch the Old One （1605）を改作し

たマッシンジャーの A New Way to Pay 
Old Debts （1625） の 主 人 公 Sir Giles 
Overreach は、弁護士と判事を雇って

悪事をくりかえす確信犯的な悪徳金融

業者であり、この初期金融資本家の歴

史的位置づけが問題とされるのだが、

Michael Neill は『共産党宣言』を引用

して彼を「ブルジョアジー」の先駆的

存在と見なしている。（Putting History 
to the Question, 2000） 　
だがこの金貸が「ブルジョアジー」

であり得ない事は『共産党宣言』につ

けたエンゲルス自身の注によって明ら

かである。また、この芝居の成立年

（1625）と『共産党宣言』（1848） の間

の二百年を超える時間的隔たりを考え

れば、Overreach をブルジョアジー

の「先駆者」とする事も時代錯誤の誤

りとしなければならない。

さらに反マルクス史観の歴史書

（Peter Laslett, The World We Have Lost, 
1983）からの孫引きと断って、Neill
が使う『共産党宣言』の引用部からは、

重要な部分が無断削除されている。

Neill が理想とする金銭ではなく互恵

的サーヴィスによって人間関係が成立

していた時代にも、実際には富裕な

家父長による「宗教の幻影に覆い隠さ

れた」搾取が存在しており、ブルジョ

アジーはその搾取を「公然たる、恥知

らずの、直接な露骨な搾取におきかえ

た」にすぎないとする部分が意図的に

抹消されているのは、歴史文献引用の

ルールを無視した、学問的には許され

ない行為である。

英米の研究者のマルクス主義文献理

解は概して浅薄であり、新歴史主義・

新マルクス主義の流れにつく論文には

歴史の現実を無視した意図的な誤読も

多いので、彼らの安易な歴史文献解釈

に惑わされないようにする必要がある

と考える。 （東北大学名誉教授）

金貸と法律家、そしてマルクス

平　田 　満　男
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本セミナーでは、エリザベス朝後期

の文学作品―特に Mary Stuart の処刑

以後の詩と演劇―と同時代の政治風土

との関わりについて、議論が展開され

た。扱われたテーマは多岐にわたるが、

強いて本セミナーのキーワードをあげ

るとすれば、（A） 政治的アレゴリー（各

メンバーに共通）、（B） Essex 伯（小

田原、吉村、土井、本多、佐藤）、（C） 
Elizabeth 表象（小田原、団野、佐藤）、

（E） Mary Stuart　（小田原、団野、本

多、佐藤）、（D） Protestantism （小田

原、本多）、（E）Republicanism （吉村、

佐藤）、（E） James VI と王位継承問題

（土井、本多）、といった項目が挙げら

れるかと思う。発表後、エリザベス朝

後期における検閲の問題、 Lyly の作

品における Elizabeth 批判の可能性、

Republicanism の定義（フロアーから

の質問）、政治的アレゴリーと大衆演

劇、Chettle と Essex との関係などに

ついて討議された。特に、「大衆演劇

において、政治的アレゴリーは、観客

にどの程度理解されたのか」という問

いは、今後の課題となった。限られた

時間の中で、多種多様なテーマを扱っ

たため、ひとつひとつの問題について

未消化に終わった面もあったが、エリ

ザベス朝後期の不安定かつダイナミッ

クに揺れ動く政治状況とそれぞれの作

品の根底に横たわる力が密接に連動す

る様子を、垣間見ることができたので

はないかと思う。各メンバーの発表の

要旨は以下の通りである。

（1）小田原　「Spenser と Essex：The 
Faerie Queene V, VI を中心に」

Leicester と Sidney なき後その後継

者と目された Essex は、国内での継

続的教会改革と外国での積極的な反カ

トリック政策を求めるプロテスタント

から庇護を求められていた。

The Faerie Queene 五 巻 （1596） の
Mercilla の 宮 廷 の エ ピ ソ ー ド と

Bourbon の救援は、歴史的にはメア

リーの処刑、低地諸国への Leicester
の派遣、Ireland への Grey の派遣、

セ　ミ　ナ　ー（要旨）

《セミナー１》エリザベス朝後期の文学と政治風土

コ ーディネーター：佐藤達郎 （日
本女子大学准教授）

メ ンバー：小田原謠子（中京大学
教授）、本多まりえ（早稲田大
学大学院博士課程／日本学術振
興会特別会員）、吉村征洋（立
命館大学講師）、団野恵美子（姫
路獨大学准教授）、土井雅之（学
習院大学非常勤講師）
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Essex の Henry IV 支持を表すものと

される。慈悲深いと賞賛された女王の

宮殿で柱に舌を釘付けにされた詩人の

姿は、出版の検閲と処罰を表すものと

取れる。女王を寿ぐ形の詩に表しにく

い女王への不満は寓意という形で表さ

れ、それは Elizabeth の生存中は出版

されなかった The Mutabilitie Cantos
につながる。

昨日の敵と手を結ぶという欧州の変

わり行く政治思潮の中で、Spenser は
プロテスタンティズムを歌う作品を書

いた。David Norbrook は、五巻全体

がプロテスタント的世界観を表し、

Essex とそのサークルへの鼓舞だと指

摘している。Collin Burrow の指摘の

ように、Spenser の歴史的寓意は彼の

世界を変えるように意図されていて、

彼は 1570年代後半から 80年代初めの

積極的なプロテスタンティズムの介入

への熱い郷愁をもって 1590 年代に書

いたのではないだろうか。

（2 ）団野「Endimion に見られる Elizabeth 
表象」

John Lyly の Endimion （1588） が ア

レゴリーであり、Cynthia は月の女

神として Elizabeth の表象であるこ

とは明白である。Endimion が月に惚

れ、魔法で眠らされる筋書きからは、

Alciati のエンブレム通り、身分違いの

恋を諫めプラトニックな愛を強調す

る。Eumenides が泉の宣託を受ける

エピソードは、友情の優位性だけでな

く、Cynthia の移り気 （inconstant） へ
の弁護として、満ち欠けする月は常に

丸いことを提示し、Semper Eadem を

モットーとした Elizabeth を擁護した。

Cynthia の恋敵 Tellus を Mary Stuart
と 見 る 場 合、Endimion を Leicester
伯とすれば、秘密結婚をしたのも

Elizabeth への強い愛情を隠すためと

いう名目が立ち、Lyly のパトロンだっ

た Oxford 伯だとすれば、カトリック

信仰を捨てても女王に従うという誠

実さを訴える手立てと考えられる。

哲学者 Gyptes の口を借り、Lyly は

Elizabeth に仕えたい意志を伝えなが

ら、Endimion の夢では高位の者が下々

の者に命を狙われる言説を繰り返し、

その状況下での Endimion の献身を我

が身に譬える。Lyly は明白な政治的

スタンスは避けつつも、無数の解釈を

可能にするような人物像を作り出し

た。

（3）吉村「エリザベス朝後期における

共和主義思想― Julius Caesar」
本発表では、Shakespeare が Julius 

Caesar （1599） において、共和制ロー

マの終焉世界を描いたことと、エリザ

ベス朝後期に行われた共和主義イデ

オロギーに対する政府の弾圧との連関

を指摘し、作品中に Shakespeare の

エリザベス朝政権に対する揶揄が暗

示されていることを指摘した。特に

Shakespeare と同時代の共和主義イデ

オロギーを持った作家たちが拷問を受

け、さらに暴君殺害など共和主義イデ

オロギーを助長するような書物を焚書

処分にするなど、Julius Caesarが執筆・

上演された 1599 年頃は、政府の取締

りが厳格化された時期だった。この政

治世界は、Julius Caesar で描写される

世界と同じく、共和主義イデオロギー

に対して反理想的な状態にあったと言

える。この類似性は、Shakespeare が

この時期に古代ローマを舞台にした

Julius Caesar を執筆した意図を解明す

るヒントを示唆しているのではなかろ

うか。
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（4） 土井　「Richard II に響く近未来へ

の警鐘」

Shakespeare が、Richard II （1595） 
という題材を、時に王を退位させると

いう一点にのみ注目が集まる題材を取

り上げたのは、現政権への反発心から

よりも寧ろ近未来への警戒心からでは

なかったかと思われる側面がある。後

継者問題に揺れる England に於いて、

Spain の Infanta を推す一派と James 
VI を望む一派のそれぞれが行った対

立候補への誹謗中傷に目を通すと、民

衆が新王に対し抱いたのは期待ではな

く不安であったと考えられる。彼ら

は、England を我が物顔で闊歩する暴

君誕生の可能性や、一方が然るべき

手続きで Elizabeth の後継者となって

も、他方が継承権を主張し続けること

で、国内に混乱が生じる可能性を否定

出来ずにいたであろう。Richard II で
作り上げられる、史実よりも数段格の

上がった暴君 Richard 像と、それを打

倒するも正統な後継者にはなれない

Bolingbroke が齎す王位継承権を巡る

争いは、確定しない次期国王の姿に怯

え、継承後の混乱を案じる、エリザベ

ス朝後期の文脈の中でこそ大きな衝撃

を与えるものではなかったろうか。

（5）本多「Henry Chettle の Protestaitism
― The Downfall and Death of Robert, 
Earl of Huntington, Sir Thomas Wyatt
をめぐって」

Henry Chettle は、Anthony Munday
と の 共 作 The Death of Robert, Earl of 
Huntington （1598）、Thomas Dekker
等との共作 Sir Thomas Wyatt （1602） 
などの作品で、反カソリック・反ス

テュアートという態度を暗示している

が、セミナーでは上記作品における

Chettle のこうした政治・宗教的見解

を論じた。The Death は、The Downfall
の続編で、この二作品はロビンフッ

ド劇とみなされているが、The Death 
は、早々に Robert（Robin）の死を描

き、 暴 君 John の Matilda（Marian）
への欲望を中心的プロットとすること

から、ジョン王劇の系譜と言えよう。

両作品は、カソリックの聖職者の腐敗

を通し、カソリックを批判しているよ

うに思われる。とりわけ The Death で

John が聖職者を買収し、Matilda を得

ようとする下りは、John とカソリッ

ク教徒との密接な関係を示すと共に、

王による政治と宗教の支配を示すこと

から、次期イングランド王後継者候補

一位であった James に重ねられると

考えられる。Sir Thomas Wyatt では、

プロテスタントの軍人で Mary Tudor
と Philip of Spain との結婚に反対する

Wyatt が、Mary に対し反乱を起こす

が、失敗し処刑される。しばしば指摘

されてきたように Wyatt は Essex 伯

と重ねられるであろうが、ここではさ

らに、専制的で無慈悲でスペインと結

びつくカソリックの君主 Mary の描写

に、次期後継者候補の James に対す

る危惧も暗示されていると考えられ

る。

（6）佐藤「David and Bethsabe 考― Peele
と Essex」
George Peele, David and Bethsabe 

（1593-4 推定） は、David=Elizabeth を

暗示させながら、Weak Queen として

の Elizabeth に対する批判を内包して

いる。David の表象に王権批判をしの

ばせるこの手法は、中央政府に不満を

抱く貴族たちが、自らの "discontent"
を表明する際に用いた常套手段であっ

た。David and Bethsabe の執筆時、恐

らく Peele は「Essex による Elizabeth
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（Weak Queen） 批判」という政治状

況を相当意識していたと推定される。

今回の発表では、Peele と Essex の

personal connection を考察しながら、

この作品における Elizabeth 批判とい

うテーマを、当時 Essex circle の間で

流布していた Neostoicism との関連か

ら考察した。 （文責：佐藤達郎）

シェイクスピア上演・上演研究の今
　シェイクスピア劇を上演されたもの

として研究するようになってすでに半

世紀が経とうとしている。初期の上演

研究は劇評や写真などの言説を通して

過去の上演を記録として残すことに

あった。しかしながら、最近では、記

録としての上演研究は姿を消し、ポス

ト・コロニアリズム理論、グローバル

理論、パフォーマンス理論なども援用

されるようになってきている。

また、英国のシェイクスピア上演よ

りもローカルな上演に焦点があてられ

ているのも最近の特徴である。英国詩

人シェイクスピアや「本場」英国のシェ

イクスピア上演が持つ権威を解体しよ

うとする動きが顕著になり、非英語圏

におけるシェイクスピア上演に注目が

集まっている。しかし、日本のシェイ

クスピア上演を語るさいに、英米圏の

上演研究のパラダイムをそのまま援用

してもよいのだろうか。私たちが考え

るべき問題は多々ある。

本セミナーでは国内外のシェイクス

ピア上演の現在の状況を確認したうえ

で、上演研究のパラダイムの今、今後

の方向性を見極めていく試みとして企

画したものである。結果、日本のシェ

イクスピア上演を語る新たなパラダイ

ムを探る好機となった。

＊

本セミナーでは、以下の三点に留意

して、セミナー前の準備、および当日

の発表を行った。第一に、シェイクス

ピア上演研究をひとつの学問体系とし

てとらえることに重点を置いた。その

ために、英米圏のシェイクスピア上演

研究の歴史、パフォーマンス・スタ

ディーズの動向、国内外の上演史な

ど、各メンバーが分担してマッピング

《セミナー 2》シェイクスピア上演・上演研究の今

コーディネーター：小林かおり 
　（同朋大学准教授）
メ ンバー：末松美知子（群馬大学
教授）、古屋靖二（西南学院大
学教授）、エグリントンみか（日
本学術振興会特別研究員）、佐
藤由美（富士常葉大学准教授）、
ダニエル・ガリモア（日本女子
大学准教授）、阪本久美子（日
本女子大学准教授）

* 　　　* 　　　*
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を行った。既存のパラダイムや上演史

の確認は念入りに行ったつもりであ

る。そして、上演研究、上演史全体の

流れをメンバー全員が把握したうえ

で、各々の発表に臨んだ。既存のパラ

ダイムや上演史を確認する作業は、日

本のシェイクスピア上演の語り口を模

索する第一歩となったように思う。第

二に、上演に関する従来の発表は個別

の上演を紹介するケース・スタディー

になる傾向が強いが、今回のセミナー

の発表では個々の上演を何らかのコン

テクストと関連させて考察することに

重点を置いた。そして、第三に、既存

のパラダイム、もしくは、新たなパラ

ダイムを援用する場合、具体的な上演

を示して語り口を例示することを試み

たつもりである。

古屋は日本のシェイクスピア上演の

一事例として、蜷川幸雄の初演出とな

る歌舞伎様式の翻案劇『NINAGAWA
十二夜』（2005、2007 年公演）につい

て、原作『十二夜』との主要な相違点

を踏まえながら、舞台と演出の実態を

検証した。歌舞伎の舞台、衣装や演技、

言い回しなど伝統的な様式を取り込

み、その様式化された舞台に通低する

視覚的舞台美を打ち出す蜷川演出は、

現代に生きる祝祭的喜劇性をも取り込

んで、新機軸を打ち出し成功した翻案

歌舞伎として評価した。

末松は、日本のシェイクスピア上

演史のコンテクストにおいて個別の

上演を議論する試みとして、歌舞伎

『NINAGAWA 十二夜』について、上

演史という縦軸とインターカルチュラ

リティという横軸の双方の観点から考

察した。具体的には、伝統芸能の「様

式」や日本的視覚要素を作品へ組み

込む手法から蜷川作品を三タイプに

分け、それぞれのスタイルの違いと

手法の変化を促した要因を分析し、

『NINAGAWA 十二夜』に至る蜷川の

シェイクスピア上演史を検証した。

佐藤は、『NINAGAWA 十二夜』の

観客が、上演のどの要素を好ましいも

のと解釈したかを考察した。その過程

には観客論を扱う際の問題が伴った。

近年インターネット上で意見を公表す

る一般観客が増加しているが、その意

見は実証性な検証にどの程度有効かと

いう点である。それを考慮したうえで

も、専門家や一般観客の意見全体から、

この翻案劇に対する観客の視座が伺え

る。それは、原作は上演の一要素に過

ぎず、この上演が歌舞伎作品として成

功したかどうかが観客にとって最も重

要であったということである。

阪本は、男女の性が交錯した「異性

配役の身体」の上演における具現化

を、日本における女装配役の例から論

じた。歌舞伎版『十二夜』では、異性

装の琵琶姫／獅子丸が男女の身体を同

時に見せるという歌舞伎にしかできな

い手法を用いるが、役者菊之助の身体

が強調されるあまり、役の身体が縮小

されている。いっぽう、同じく蜷川幸

雄演出の「オールメール」シリーズで

は、若い男優たちが役と役者の身体の

二層を同時に見せて、ジェンダー・ア

イデンティティのつかめない魅力的な

身体を構築している。

ガリモアは、日本の翻訳の問題を取

りあげた。この 20 年の間に、松岡和

子などの翻訳者によって、驚くほど多

くの新しいシェイクスピア翻訳が発表

されている。日本におけるシェイクス

ピアという議論においては、上演に関

する研究が翻訳論よりも重視されるよ

うになってはいるが、新訳、とくに舞

台向けの訳の分析の重要性をガリモア

は主張した。
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エグリントンは、パフォーマンス・

スタディーズ（PS）の発展経過をマッ

ピングし、グローバル化／ローカル化

したシェイクスピア作品の上演を、い

まだに欧米中心、西高東低の PS のパ

ラダイムを用いて読み解く際の問題点

を踏まえた。そのうえで宮城聰演出

『ク・ナウカで夢幻能なオセロー』とイ・

ヨンテク演出『夢幻能オセロー』を例

に、インターカルチュラリズム理論が

囚われがちなニ項対立を内破し、シェ

イクスピア上演と PS を取巻くパラダ

イムを西の視点から／へと軌道修正す

ることを試みた。

小林は、英米圏のシェイクスピア

上演研究のパラダイムを踏まえたう

えで、日本のシェイクスピア上演を

語るパラダイムの模索を試みた。栗田

芳宏演出『冬物語』を例にとり、イ

ンターカルチュラリティの視点、 W.B. 
Worthen が提唱するドラマティック・

パフォーマティヴィティの視点から上

演を分析した。また、日本のシェイク

スピア上演を語る際、上演と社会的・

文化的コンテクストとの相関性を考察

する必要性があることを指摘した。 
＊

個々の発表に続くディスカッション

では、日本のシェイクスピア上演研究

の新たなパラダイムの可能性について

討論した。既存の西洋の理論を日本の

上演に当てはめる以外に、日本のシェ

イクスピア上演を語る方法はありえる

のか―今回のセミナーの主眼につい

て議論は進んでいった。この問題に対

して、西洋のパラダイムを援用して日

本独自のパラダイムを作ることはでき

るのではないのか、また、まったくゼ

ロから作り上げるのは不可能である

し、不要なのではないかとの意見が交

わされた。既存のパラダイムを発展さ

せ、日本のシェイクスピア上演の固有

性を追求すべきとの結論が導き出され

たが、今後、検討すべき点として具体

的に以下の点が指摘された。

第一に、翻訳、翻案のテクストの問

題をより深く考えるべきである。翻訳

と原典との関係、「シェイクスピア」

権威との関係、上演・演技と翻訳の関

係について今後さらなる検討が必要で

ある。翻訳は日本のシェイクスピア上

演に自由を与えるのだろうか。また、

翻訳と日本の言語、文化、社会との関

係についても考えるべきである。たと

えば、日本の翻訳は日本の文化を反映

しているのだろうか。

第二に、日本のシェイクスピア上演

と伝統演劇の融合の問題をどうとらえ

るのか。伝統演劇と現代の上演の関係

についての考察は、英米圏のシェイク

スピア上演研究にはほとんどみられな

いものである。エグリントンは、伝統

とコンテンポラリーの関係やインター

カルチュラリティの問題は演出家など

実践の場で活躍する人たちのあいだで

はさらに深い議論が進んでいると指摘

し、我々研究者は彼らの声を文字化す

るべきであると訴えた。

そして、第三に、上演と社会的・文

化的コンテクストとの相関性の検討で

ある。これは議論として難しいが、や

はり、文化的・社会的コンテクストと

日本の上演を関連させて語るべきでは

ないだろうか。たとえば、なぜ、これ

ほどシェイクスピアが日本で上演され

るのか？なぜ、今、歌舞伎シェイクス

ピアなのか？能シェイクスピアなの

か？伝統芸能に立ち返るのはなぜか？

バブルの崩壊、経済不況、格差社会、

グローバル化社会、ポップカルチャー

の隆盛などと関連させて論じるべきな

のだろうか。これと関連して受容や観
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客論の問題も取りあげるべきである。

たとえば、蜷川幸雄演出のシェイクス

ピア上演の流行を語る場合に、観客論

を外して語ることは可能なのだろう

か。

また、個々の上演をケース・スタ

ディーとして提示するのではなく、何

らかのコンテクストのなかに位置づけ

て語る重要性を再確認すべきである。

上演史、ほかの現代劇、また、ほかの

アジアの上演との絡みで検討するのは

今後、必携であろう。

ディスカッションの後、フロアから

様々なご意見をいただいた。まず、日

本のシェイクスピア上演を語る際に、

女性の観客が多い点を論じるべきであ

るとのご意見をいただいた。また、日

本独自のシェイクスピア上演研究の可

能性を探求する試みは、エスノセント

リシズムに陥る危険性が高いことを指

摘してくださった研究者もいた。もっ

ともである。いっぽう、伝統芸能とシェ

イクスピア上演の融合を考える際に、

シェイクスピア研究者だけではなく、

伝統芸能研究者側からの意見も取り入

れるとよいのではないかとの有益な提

案もいただいた。

＊

今回のセミナーは準備段階からチー

ムワークが良く、既存のパラダイムや

上演史を踏まえるという膨大な作業を

こなしただけではなく、メール上の討

論、打ち合わせでの討論、反省会での

歓談等も活発なものであった。今後は、

今回の各々の発表を発展させ、上演史

や上演研究のマッピング、詳細な参考

文献を加えた論集を出版する予定であ

る。私たちの試みが日本のシェイクス

ピア上演を語るパラダイム模索への貴

重な一歩となることを望んで歩み続け

るつもりである。

 （文責：小林かおり）

 




